
教育における情報化，ICT活用，ソーシャルメディア社会等について研究 

「情報学とは何でしょうか？」と問いかければ，情報学者だけでなく，各分野の学者・教育者をはじ

め，産業界や行政などのあらゆる分野の方々から，多様なご意見が届くかも知れない。 

しかし，ここでの情報学（Information Studies）とは，国語，数学，理科，社会，…のように，学校

教育における学習内容（情報学修）※１のことである。もちろん，先端科学も含めた研究領域としての

情報学の成果も学校教育に反映させることも重要であるが，両者間に違いがあることを指摘しておき

たい。 

したがって，初等中等教育における一貫した情報学教育K-12※２カリキュラムを検討するには，両

者が協議し「共通理解の上に成立する

一定の見解」が必要になる。そのため，

情報学教育研究会では，文理融合の

情報学教育を提案し進めている。 

その各要素の検討に際しては，情報

教育の目標の３つの観点， 
①情報活用の実践力， 

②情報の科学的な理解， 

③情報社会に参画する態度， 

に対応させて，現行の情報教育との整

合性に配慮している。 

したがって，文理融合の情報学は， 
・情報学α：人文科学・社会科学分野 

        の情報学， 

・情報学β：自然科学分野の情報学， 

・情報学γ：両分野に共通する総合力 

        としての情報学， 

の３つに分けて，表１のように整理して

考えると分かりやすい。また，表２は，

これまでの実践研究の成果を踏まえ

て，各学校段階における情報学教育

（K-12カリキュラム）における学習時間

の配分モデルを示すものである。 
 

※1：松原伸一「ソーシャルメディア社会の教育」，開隆堂，2014． 

※2：K-12とは，Kindergarten（幼稚園）から第12学年（高校3年）までを意味している。 
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〒520-0862 滋賀県大津市平津 2-5-1 

  滋賀大学教育学部 

  滋賀大学大学院教育学研究科 

情報教育の充実に向けて 

初等中等教育における一貫した“文理融合の情報学“の教育に関する研究 

発行 
 

2015年2月27日 第1版

2015年5月20日 第2版 

初等中等教育に一貫した文理融合の情報学教育 

電話 077-537-7843 

Webサイト http://www.mlab.sue.shiga-u.ac.jp/ 

電子メール mtr@edu.shiga-u.ac.jp 

松原研究室（MLab） 滋賀大学教育学部，滋賀大学大学院教育学研究科 

情報学 
情報教育の目標

の観点 
分野 内容 

情報学α ③情報社会に 

 参画する態度 

人文科学 

社会科学 

情報学基礎，情報社会，

情報安全，情報人権など 

情報学β ②情報の科学的 

 な理解 

自然科学 情報技術，情報処理， 

情報システムなど 

情報学γ ①情報活用の実 

 践力 

総合力 情報活用能力 

表１ 文理融合の情報学（Information Studies） 

 情報学教育研究会 （SIG_ISE） 
 http://www.mlab.sue.shiga-u.ac.jp/sig_ise/ 

表２ 学習時間の配分モデル 

K- 12 
授業科目 
（例） 

時間 
/単位 

必修 

選択 
時間配分の例 

幼稚園 メディア 10H 必修 α 

小学校 メディアと情報 35H 必修 α β 

中学校 
技術 35H 必修 α β 

情報 35H 必修 α β 

高等学校 

情報Ⅰ ２単位 必修 α β 

情報Ⅱ ２単位 選択 α β 

情報Ⅲ ２単位 選択 α β 

 



米国 

英米における情報（学）教育 

松原研究室（MLab） 滋賀大学教育学部，滋賀大学大学院教育学研究科 

 学校教育における年齢区分は，キーステージ（5-16

歳）およびシックスフォーム（16-18歳）と呼ばれる大

学入学準備段階からなる。 

 2011年1月，教育大臣のMichael Goveが初等中等教

育のòProgrammes of Studyóを全面的に刷新することを

宣言し，翌年1月，教育工学関連の会議でそれまで情報

科として実施されていた“ICT”を廃止して，初等中等

教育カリキュラムにおける新科目の中心基盤として，

Computer Science（CS）を設定することを表明した。 

 その具現化として教育省は,2013年2月，新科目

“Computing”の全英カリキュラム案を提示した。新

科目は，従来の“ICT”のカリキュラムの中のDigital 

LiteracyとInformation Technologyを継承するととも

に,新たなCSの内容の強化を明示するためであった。こ

のカリキュラムは，2014年9月の新学年から私立及びア

カデミーを除くすべての公立学校で実施されている。 

 憲法では教育は各州の専管事項とされ，全米共通の

ナショナルカリキュラムはないが，幾つかの組織（学

会，研究会，協議会など）から標準カリキュラムが提

案されている。それらを参考に各州及び地区教育委員

会が教育課程基準やカリキュラムのフレームワークを

策定している場合が多い。 
 特にACM（全米計算機学会）傘下のCSTA（Computer 

Science  Teachers  Association）では，òK-12  Computer 

Science Standardsóを策定し，各州の教育局，地方教育委

員会が初等中等教育段階における一貫したComputer Sci-

enceの基盤原理・理念に基づく教育を実施するよう推進し

支援活動を展開している。 

 近年におけるグローバルな科学技術競争社会でリーダー

シップを保つためには，STEM（Science,  Technology, 

Engineering, Mathematics）教育の更なる充実が必須であ

り，CS教育もその中の重要な要素であるとの認識が高まっ

ている。 

協力 

・中條道雄（関西学院大学 前教授） 

・内田大輔（滋賀大学大学院教育学研究科 修士２年 松原研究室） 

・今西大晃（滋賀大学大学院教育学研究科 修士２年 松原研究室） 

英国 



アジアにおける情報（学）教育 

 1984年，「コンピュータ教育は，子どもから始めるべ

きである」との指示により進められ，中国の小学校,中

学校,及び，高等学校の教育において，情報技術に関す

る科目が設置された。 

 2000年,日本の文部科学省に相当する中国教育部から

「中小学校情報技術科目指導綱要（試行版）」が発表さ

れ,初等教育における情報技術教育が本格的に始まっ

た。指導綱要の中では,「情報技術」科目は，小学校3

年から設置し,1学年で68コマ(1コマ40分)を受講するこ

とになっている。 

 また，新課程の改革は，義務教育から段階的に進め

られている。2004年からは普通高校でも進められ，職

業高校とは異なり，技術に関する授業はこれまではな

かったが,新しい学習領域として技術が導入され,その

科目として「通用技術※3」と「情報技術」が設置され，

導入が進められている。 
 

※3：「一般的な技術」のことである。 

 小学校から高等学校までの体系的なカリキュラムに

ついては，2005年12月に公開された初・中等学校情報

通信技術教育運営指針（韓国教育人的資源部2005）を

もとに，2006年に策定されている。これは，国民共通

教育である小学校１年生から高校１年生までを，５段

階に分けられている。情報教育の学習内容は，現行の

日本より低い学年から実施され，かなり高い基準が設

定されていることが特徴的であり，“プログラミング”

が「問題解決方法と手続き」領域に復活している。 

 また，2007年，メディアリテラシー教育が必修科目

に含まれたこと，デジタル教科書に関する教員の評価

制度が導入され各学校に情報研究主任が配置されてい

ること，などの報告もある。 

 さらに，2011年の改訂の選択科目教育課程では，「コ

ンピューテーショナルシンキング」の導入と，情報倫

理重視の方針が示されている。 

協力 

・和田 勉 （長野大学 教授） 

・上松恵理子(武蔵野学院大学 准教授) 

中国 

韓国 

松原研究室（MLab） 滋賀大学教育学部，滋賀大学大学院教育学研究科 

http://www.abysse.co.jp/world/flag/asia/china.html


情報学教育K-12カリキュラムの提案 

2015 滋賀大学教育学部松原研究室 

協力：SUDA設計室（東京，赤坂） 

松原研究室（MLab） 滋賀大学教育学部，滋賀大学大学院教育学研究科 

 
  

 諸外国における情報教育の導入状況を

調査し分析するとともに，単なる後追い

ではなく中長期的な視点で，成熟した先

進国にふさわしい日本型の新しい情報教

育（情報学教育）の導入が早急に求めら

れる。それは，情報安全・情報人権を

ベースとする文理融合の情報学の知識で

あり，情報思考（Info-thinking）に基づ

いた新しい能力（スキル）である。 

 詳細については，情報学教育研究会及

び教育情報化推進研究会の文献を参照さ

れたい。 

※4：松原伸一：情報学教育のパースペクティブ～情報思考（Info-thinking）の提案，情報学教育研究2015，ｐｐ.13-22. 

Ḹד  (Info-thinking) 
  

 情報学修の知識・スキル等をベー

スにして危険を回避するための豊か

な想像力を「情報学的想像力」と定

義し，それを支える思考を情報思考

(Info-thinking)※4と呼んでいる。 


